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流通食品の放射性物質モニタリング検査を拡充します
[2011年8月17日]

問合せ先：健康福祉局 健康推進部 生活衛生課（06-6208-9996）

平成23年8月17日 14時発表

　大阪市健康福祉局では、市内の食肉卸売業を対象として牛肉のモニタリング検査を実施していますが、食品中に含有される放射性物質に関する市民の関心が非常に高いことから、消費者の不安を払拭し市民の食の安全を確保するため、平成23年8月19日（金）から、大阪府と情報共有しながら、牛肉以外の食品についても放射性物質のモニタリング検査を実施します。
　なお、モニタリング検査については、大阪市保健所及び中央卸売市場両食品衛生検査所の食品衛生監視員が検体を採取し、大阪市立環境科学研究所において放射性物質の検査を行います。
　また、原子力災害対策特別措置法第20条第3項の規定に基づき出荷制限が指示されている、または、関係自治体により出荷の自粛が要請されている農畜水産物が市内で販売されないよう、引き続き監視指導を実施するなど、今後とも市民の食の安全確保に努めてまいります。

1　検査対象　　　大阪市中央卸売市場本場、大阪市中央卸売市場東部市場、市内量販店

2　拡充品目　　　牛肉以外の食品（青果物、魚介類、乳・乳製品、米、茶、豚肉、鶏肉、鶏卵など）
　　　　　　　　　・　国や他の自治体からの情報より、放射性物質に汚染されている可能性のある品目
　　　　　　　　　・　過去に出荷制限や自粛がかけられ、解除された品目
　　　　　　　　　・　過去に出荷制限や自粛がかけられた地域において生産された他の品目

3　開始年月日　　平成23年8月19日（金）

4　検査機関　　　大阪市立環境科学研究所（大阪市天王寺区東上町8-34）
5　検査項目　　　放射性ヨウ素、放射性セシウム（Cs134＋137）

6　公表方法　　　検査結果が判明次第、順次ホームページ（大阪市市民の方へ＞東日本大震災関連＞大阪市民の方へ＞水・食品等に関する情報）に掲載
